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〔研究余話ユ ソ連科学アカデミーのことなど
私どもの教室とソ連の微生物研究者との触れあいは， 
1955年頃から始まっている。
現在，化学療法の主役を演じている抗生物質の内，ペ
ニシリン，セファロスポリンおよびその誘導体を除いた
大部分が，土壌に生棲する放線菌と総称される微生物に
よって生産されるが，魔研，抗生物質部では，戦後間も
なく，ストレプトマイシン生産菌をわが国で初めて分離
同定したことを端緒として，抗生物質の生産源としての
みでなく，広く放線菌の生態，生理，分類の研究や，好
熱放線菌，ノカJレディアなど特殊な放線菌についても巾
広い研究活動が行なわれてきた。
ソ連には，古くから土壌微生物の優れた歴史と伝統が
あり，放線菌についても Krainskyや Krassilnikovな
ど歴史的な学者を育て，ストレプトマイシンを発見した 
Waksmanがロシアに生まれたことも，その微生物学者
の間では誇りとされている。戦後の混乱から回復し次第
に国際的に流通しはじめた文献を通じて，ソ連の微生物
学者とわれわれの聞に交流が始まったのは，以上のよう
な背景による。
またこのような縁で，モスコー微生物研究所と魔研の
聞で研究者の交換が行なわれ，私も最近招かれて，約 2
週間ソ連各地の専門分野の研究機関を訪れる機会を得
た。かつて教室に迎えた Krassi.lnikov，Kalakoutsky， 
Skryabin，Khokhlov，Loginova，Imshenetski博士ら
，ソ連科学アカデミー会員の手厚い案内によって，通常
の旅行では得難いその研究の機構を知ることができたの
で，私の専問領域である微生物学を通じてその一端を紹
介してみたい。
ソ連科学アカデミーは，医学アカデミーのような応用
科学に属する分野を除いたすべての基礎科学を統轄する
機構で，約 300名の正会員 (Academician，Member 
of Academy) と準会員 (Corresponding Member) 
とよりなり，全国規模の研究の方向，予算の大綱などを
決定する。いわば，わが国の学士院，学術会議，その他
を一緒にしたような権威と権力をもっているようであ
る。現在は， Keldysh博士という応用数学者がプレジ
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中心にして，私に示してくれた機構図は，第 l図のよう
なものである。
科学アカデミーに属する有数な大学と研究所は， 100 
以上に上り，所長や主な研究者は大部分正会員である。
会長， 5名の副会長，総務幹事および最も優れた科学者
が，執行委員会 (Presidium) を構成し最高施策を決定
している。
また科学アカデミーは，既存の都市にある大学，研究
所の他に，新しい研究都市の建設を意欲的にすすめてい
る。これは ScienceTownと呼ばれるもので， わが国
の筑波学園都市の着想に類するものと考えて良かろう。
たとえば，モスクワより車で約 2時間半の Poushino
に建設されつつある ScienceTownは，生物活性の基
礎となる物理学，化学の研究施設を中心に置くもので， 
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デントであり，微生物学を専攻する Skryabin博士が huo
general secretaryを務めている。微生物学や生化学を
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第 l図
後千葉大学腐敗研究所・抗生物質部
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logical Engineeringおよび，さきに紹介した Skryabin
博士の主宰する Biochemistryand Physiology of Mi・ 
croorganisms の5研究所が中心に陀立し，その周辺の，
これら研究所に勤務する人々の日常生活を支える施設や
ここに生活する人々のアパートその他が Poushinoの
町を構成している。町は， Oka河と呼ばれる水辺に面し
た丘の上に建設され，風光は明眉であり，健康的である。 
Biochemistry and Physiology of Microorganisms 
の研究所を構成する部門は，つぎのようなものである。
第 l部門・…・・微生物による化合物の転換
(ステロイド，核酸，芳香族化合物)
第 2部門……微生物のエネルギー代謝
(炭化水素の醸酵生産物)
第 3部門-…・・微生物の発育生理(連続培養)
第 4部門…・・・微生物工学
第 5部門-…・・微生物の生物物理
(細胞壁の安定性)
第 6部門……微生物による生物活性物質の生産
(真菌，放線菌による RNase，ア Jレカ
ロイド，低分子物質の生合成)
第 7部門-…・・生化学部門
第 8部門-…・・代謝経路の調節(燐の代謝)
なお，その他にサービス部門として，分析部門，アイ
ソトープ部門を有し，約 80名の研究者と 400名の技術
員を擁している。各地の大学からの研究生も受け入れら
れている。このようなサービス部門が各研究所に附置さ
れているのは，ソ連の研究所の特長と言えよう。
この ScienceTownは， 1965年に始まり未だ建設途
上であるが，お国柄で一旦政策が決定されると，その目
的に投入されるエネノレギーとスケールには目を奪われる
ものがある。
また周知のようにソ連は 15の共和国よりなっている
が，各共和国にはそれぞれの科学アカデミーがあり，執
行委員会として Presidiumをもっている。微生物関係
として，アルメニア共和国の首都 Yerevanの微生物研
究所を訪れたが，この地を訪れたのは，かつてフィラデ
ルフィアのペンシルパニア大学に学んだ時，同じ微生物
学教室の助教授として特異な風格を，すべての日本人留
学生に慕われた Sevag博士の故旧の地を踏みたかった
からでもある。 Sevag博士は，微生物学者として抗菌
性物質の作用機作や免疫学の面で多数の業績や有名な著
書があり，核酸を抽出する際の Sevag法は， 知る人ぞ
知る有名な仕事で，それはまたユダヤ人とともに比較的
米国ではめぐまれなかったアルメニア人としての彼の終
生の誇りでもあった。書斎には，冷暖房も使用せぬほど
正
微生物生理・生化学研究所長スクリアピン博士
ストイックで休日も孜々として研究にはげんでいた白髪
の学者が， 今は昔， わずか 30弗の手持外貨を命の綱と
頼んで留学してきた若い日本人留学生を自宅に招いては
，なだらかな山々に固まれ，二千有余年の古い歴史，す
ぐれた文化，豊かな風物を持ちながら東方と西方からの
強国の侵入と殺裁にさいなまれた故国の物語と，音楽と
を懐かしんでいた姿は，未だに験に焼きついている。 
Yerevan は， ピンク色の石造の建物の並んだ中央ア
ジアと西洋の融合したエキゾチックな街で，研究所長は
パスツール研究所と日本の蛋白質研究所に学んだ国際人
であった。未だにソ連とトルコに分割されたアルメニア
の雪をいただく聖峰アララットは，雲のかなたトルコ領
にある。ここにも人知れず存在した分割民族の哀愁を思
うとき，胸を打たれる眺めであった。
一般にソ連の新しい研究所では建物，施設はすこぶる
立派であるが，研究者の数などは現在十分とは言えない
ようである。研究内容についてもなお発展途上であるが，
すぐれた研究者が，想像を絶する貧弱な研究施設の中で
ひしめきあっている日本の姿とは，正に対蹄的である。
私を初め教室の重要なスタッフが，その若い時代に多
くの研究上の方向と示唆を米国から得ているにもかかわ
らず，次第にソ連を中心とする東欧の研究者との交流も
深まりつつある。
それにつけて思いおこすのは，ストックホJレムの市庁
舎の大広間の壁画である。中央に女神を，左右に西洋と
東洋のそれぞれ個有の騎士や民族の象徴が描かれたこの
壁画は，この町が西洋と東洋の懸橋となることを念願し
て描かれたものであるという。私どもの教室も専問の学
問と研究の分野において，そのような役割を果し得たら
と秘かに夢を見ている今日この頃である。 
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